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〈地方行政を読む・埼玉県全般〉 

「上田清司知事とエム・テック代表」との裏の関係が透けて視える 

「大宮警察署等統合庁舎新築工事」の歪んだ入札の現状 

(2015 年 6 月 23 日) 

 

何度も不調に終わった大宮警察署等統合庁舎新築工事入札 

 

上田清司知事に苦言を呈さなければならない

事実がある。上田知事の専横ぶりに関しての話

である。埼玉県内の建築土木関係業者は、誰も

が揃って、上田知事に対して厳しい視線を向け

ている。 

現在、「大宮警察署等統合庁舎新築工事」の

遅滞が大きな問題となっている。 

平成 26 年 5 月 23 日 告示の「大宮警察署等

統合庁舎新築工事」の入札は、これまでに４回行

われている。昨年（平成 26 年）７月 14 日の 第１

回入札には８社が参加したが、８社とも予定価格

に到達できず不調となる。県の予定価格が低す

ぎたため、入札に参加した業者が落札できなか

ったのだ。 

その後昨年 10月 16日  県は予算の見直しを

行い、執行した第２回目の入札には５社が入札

に参加。結果、（株）エム・テックが落札する。しか

し、（株）エム・テックは東京都で指名停止中であ

ることが発覚し、県は議会での承認を得る前に

（株）エム・テックの落札を辞退させた。指名停止

の理由は不良工事であった。いわゆる手抜き工

事である。年が明け、今年（平成 27年）２月 10日、

第３回目の入札が執行された。入札には６社が

参加し、群馬県に本社のある関東建設工業（株）

が落札した。 

この入札に参加した６社の中に「エム・テック・

江田特定建設工事共同企業体」いわゆる J V を

組んだ業者が参加していた。ＪＶとはジョイント・ベ

ンチャー、土木業界における「共同企業体」のこ

とで、民法上では「組合」と見なされるものである。

落札業者となった関東建設工業（株）のH Pに掲

載されている（株）江田組は、関東建設工業（株）

の関連会社であり、（株）江田組の役員を関東建

設工業（株）の役員が兼任している。わかりやす

い表現を使えば、江田組は関東建設工業の系

列会社ということである。 

ここで県は、落札した関東建設工業（株）と「エ

ム・テック・江田特定建設工事共同企業体」は一

体の会社と見なし、この両社間には談合の疑い

があるとして、この入札を無効とした。またもや落

札業者は決まらなかった。 

平成 27 年６月３日 第４回目の入札が執行さ

れた。この入札には４社が参加し、結果は第２回

目の落札業者である（株）エム・テックが落札する。

この入札時、（株）エム・テックは戸田市で工事遅

延、宮城県では粗雑工事のため指名停止を受け

ている。 

埼玉県は指名停止を受けている業者を入札に
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参加させなければよいだけのことなのだが、埼玉

県は「工事遅延」の理由で指名停止を受けてい

る業者を入札に参加させない規定は無いとして、

（株）エム・テックを入札に参加させた。しかし、宮

城県では「粗雑工事」で指名停止を受けている。

県としては、この指名停止は入札資格に反して

いないというのであろうか。 

東京都の工事の手抜きに関しては県の意向で

落札を辞退させ、宮城県においては粗雑工事。

しかし県側は、「戸田市の工事遅延は入札に参

加を拒否する理由にはならない」と擁護する。な

んとしても（株）エム・テックを入札に参加させなけ

れば、上田知事に申し訳が立たずという、所轄の

おもねりが透けて視えるのだ。当該工事をやっと

の思いで落札させた（株）エム・テックを、県は本

来ならば６月議会で承認を受ける必要がある。議

会で承認を受けた時点で(株)エム・テックは初め

て工事受注となるのだが、６月議会には間に合

わないため、９月議会での承認を受けるという話

もある。 

しかし、日本各所の自治体で指名停止を受け

ている不良不適格業者が県の工事を施工するな

ど、どう考えても不適切である。承認を得るため

に議会で諮るとなると、却下される可能性が高い

と見る関係者も多い。そうなると工事はますます

遅滞するのだ。いったい上田知事と（株）エム・テ

ックとは、どのような関係にあるのだろうか。

 

上田知事は(株)エム・テック代表とベトナムへ視察旅行 

ベトナム政府より依頼された案件に対する思惑とは何か…？ 

 

ここで埼玉県の姿勢を問う必要がある。 

指名停止中である（株）エム・テックは第４回目

の入札は辞退するのが当然。また、（株）エム・テ

ックの総合評価を見れば、県も「入札参加資格無

し」として不参加にさせればよかったのである。 

「県は（株）エム・テックに当該工事をなんとして

も受注させたいのではないか」という関係者らの

声がある。これまでの入札の流れを見れば、不審

の声があがるのは当然である。しかし、県は（株）

エム・テックを入札から外す訳にはいかないらし

い。そこには、「（株）エム・テック代表取締役社

長・松野浩史氏」と「埼玉県知事・上田清司氏」の

深い関係を考慮した県の慮りがあるのだ。 

一昨年、上田知事は、（株）エム・テック代表取

締役社長・松野浩史氏と共にベトナムへ視察に

行っている。上田知事はベトナム高速道路建設

工事をベトナム政府から依頼され、県内建設業

協会の役員を招集させ、知事・副知事・部長同

席のもと、（株）エム・テックを中心としてベトナム

高速道路建設工事に協力するよう要請したので

ある。海外事業が如何に難しいものとも知らずに、

上田知事は（株）エム・テックにベトナム高速道路

建設工事を受注させようと考えた。そのためこの

工事に建設業協会を巻き込み、事業推進を画策

したが失敗に終わっている。 

「（株）エム・テックのような不良不適格業者を

誰も相手にしない。（株）エム・テックの下請は誰

もやらないということを知事は知らないのだろう」

（建設業界関係者の証言）と呆れているのである。

上田知事と（株）エム・テックの、実態は不明なが

ら深い関係があることに、県の担当職員は困惑し、

上田知事の顔色をうかがいながら(株)エム・テック

を入札から外さず現在に至っているという。 

上田知事と（株）エム・テックの異常な関係が、
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喫緊の要事である「大宮警察署等統合庁舎新築

工事」を１年以上も遅延させている。この庁舎に

は科捜研が入る予定もあり、１日も早い完成が望

まれている。「大宮警察署等統合庁舎新築工事」

の施行業者すら決まらないことに、警察当局も大

いに困惑している。 

このような不良不適格業者を県が執拗に入札

に参加させる理由には、上田知事と（株）エム・テ

ック松野社長の只ならぬ関係が浮上するのであ

る。 

上田知事の（株）エム・テックとの親密な関係は、

埼玉県行政の正常な推進を阻害すると、関係各

位から批判の声が上がっている。上田知事は知

事として適格者であるのかと。上田知事はいつか

らこうした行為を平然と働く権力者となったのか。

権力の座に居座る知事など埼玉県民には必要

ない。

 

自民党埼玉県支部連合会・新藤義孝会長の浅慮な一策が 

上田知事の公約破り４選出馬の発端となった 

 

多選公約違反の４選について、知事自身が定

めた公約を知事自身で破る行為は、政治家が県

民を前に約した信義の違約である。 

自ら制定した多選自粛条例を破ることについ

て上田知事は、「県民との約束を守れなかったこ

とは深くおわびを申し上げたい」と頭を下げなが

らも、「県民の期待が日に日に増している時に、

放り投げるわけにはいかない」と述べ、３期までと

した同条例を守ることより「県民の期待に応えるこ

とに重きを置いた」と説明している。 

上田知事が「多選自粛」の公約を破って４期目

の知事選立候補を表明したウラには、上田知事

と自民党一部国会議員との個人的関係があった。

自民党の一部議員が、上田知事と良好な個人的

な関係を持ち、それらが原因で埼玉県自民党県

議団と党本部との不調和を生み、天野篤氏が手

を引く結果となったのである。 

自由民主党埼玉県支部連合会・新藤義孝会

長の先走った浅慮な選択が自民党を迷走させる

結果を生み、上田知事を４選に挑ませる決意を

固めさせる結果を導いたと言っても過言ではな

い。天皇陛下の執刀医という最高の知名度を以

て、つまり選挙に「天皇」を利用しようとする無礼

な政治家の存在を許せないとする県民は多い。

県民だけではない。日本中の良識派はそう考え

る。新藤義孝会長には、まず自由民主党埼玉県

支部連合会会長の席を退くことを要求する。同

時に政治家としての公約を破り、４選に挑む上田

知事には立候補辞退が当然の道筋だと考える。

埼玉県を優良県として推進する政治的能力は、

上田知事には尽きているという声は高い。前述の

（株）エム・テックの話を県民が理解し、この事実

が県民の間に広まれば、上田知事に愛想を尽か

す県民が一気に増加するだろう。 

経済的な豊かさを示す都道府県別の埼玉県

の｢一人当たり県民所得｣は、1992 年度は５位

（3321 千円）であったが、2009 年には８位（2867

千円）、2011年度にはさらに下落して 17位（2785

千円）と毎年ランキングを下げている。 

千葉県・群馬県にも遅れを取っており、当県の

経済政策に問題がある。しかも埼玉県は、2010

年のデータではあるが平均年齢 43.62 歳で、43

位と若い県なのである。埼玉県には新しい風が、

新しい力が必要なのだ。
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埼玉県民は真っ当な県政の推進を望む 

 

埼玉県の都道府県出身者による愛着度は 47

位。情けないではないか。これが上田知事の 12

年に及ぶ政治の成果なのだ。知事としての勤め

は、首長としての実績を強調することではない。 

埼玉県の劣っている面をいかに向上させるか、

どうすれば向上させることが可能かを県民に伝え

ることのほうが重要なのだ。 

ところが４選を目指す上田知事は何をしようと

しているのか。政策がまったく見えてこない。県

民不在の県政に何の期待など持てないのだ。 

今後、自民党県議団は結束し、厳しい対決姿

勢で上田知事にぶつかるだろう。そんな状況下

で健全な県政が運営できるとは考えられない。 

政治家としての信条を破る変節者に何の期待

が持てようか。これまで県民は冷静に政争の推

移を見つめてきた。県民は真っ当な県政の推進

を望むのだ。 

 

県自民党対上田知事との対決は、県民の向

上に役立たないどころか、埼玉県の存在価値を

更に低下させるだけである。県民不在の県政に

何も期待するものはない。上田知事も天野氏同

様に知事立候補を辞退することが県民のためで

ある。そう考える声が高まってくるのは当然のこと

だ。今回の統一地方選挙で自民党を大勝させた

県民の意思は、上田県政に対する決別の表れ

ではなかったのか。その証拠となるのが、上田知

事と行動を共にする「プロジェクトせんたく」が、議

席数を伸ばしたものの、自民党の過半数議席阻

止という目標には届かなかったことだ。 

このことは、いかに上田政権に対する県民の

支持が低下したかのバロメーターである。自民党

県議団は、上田知事に優る対立候補を立てれば

よかった。埼玉県民の為に必死に働く政治のプ

ロはいくらでもいる。 

それでいながら政治のずぶの素人の天野篤

氏を担ぎ出そうと企んだ。たしかに天野氏は天皇

陛下の執刀医として医学界における権威である。

天皇は日本国民統合の象徴であり、国政に関す

る権能を持たないとされているが、国民が等しく

敬慕し敬意して止まない存在である。その天皇

陛下の御身体を御守りした医師を、汚い政治の

場に引きずり出し、最近とみに権力主義的動向

に走る上田知事の当て馬として担ぎ出そうとした、

軽率ここに極まる、無礼者らの下種な政治思考

に、県民の眼は急速に変貌したのである。 

県民の心を抉（えぐ）る埼玉自民党県連の余り

の愚かさに呆れ果て、県民の多くは、ならば誰で

もよいと意思の方向転換に至ってしまった。 

県民は現在の自民党県議団の安易な政治的

視野に、尻を向けたのだ。統一地方選当初の自

民党に対する県民の期待は、天野氏担ぎ出しの

時点で急速に冷めてしまった。県民全体のその

動静を見抜いた上田知事は、自ら定めた公約を

踏みにじり、４選に立候補を表明したのだ。つま

るところ、どっちもどっちの低劣な政争に過ぎな

いものだった。 

 

上田知事の４選出馬に埼玉自民党も党本部も

対抗馬を出すだろうが、真剣に埼玉県の県民の

向上を考え、汗をかき努力する誠意の人を選出

しなければ県民に申し訳が立つまい。既存企業

の収益力向上に努める、すなわち県内産業の育

成・優良企業を県内に誘発する、県内経済の活
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性化や雇用の場を創出することを急がねばなら

ない。そして、労働力人口の減少を抑制すること、

高齢者や女性等の就業促進をはかることに意を

注ぐ人物を知事として迎えることが埼玉県の発展

に繋がることなのだ。 

 

 

埼玉県地場産業の沈滞は、県内業者の育成を疎かにした上田知事の政治責任だ 

 

現在上田知事政権の元で行われている大型

工事では、請負比率 75％と通常では考えられな

い最低価格を設定している。しかも県外大手業

者を対象とし、県内業者とのＪＶは認めているもの

の、単独請負でもＪＶでもどちらでもよいとする県

のスタイルは、県外大手業者にとっては県内業

者などとＪＶを組むことを必要とせず、単独で工事

を請け負った方が、利益率が高まるとして単独を

選ぶことになる。 

置いてけぼりを喰うのは常に県内業者なのだ。

県内業者の育成を阻む元兇こそ、現上田知事政

権であることを県民は知る必要がある。 

県内業者を育成するためには、現在のシステ

ムを是正しなければならない。 

大手業者と県内業者のＪＶを組まなければ大

手業者の参入を認めないとする、厳しい規約を

定めて県内業者の立場を守護することこそが埼

玉県を守り育てる首長としての務めではないの

か。 

歪んだ入札体制を正すことが、すなわち県内

業者の育成にどれほど役立つこととなろうかを埼

玉県知事が考えなければ、埼玉県はいつまでた

っても現在の閉塞した埼玉県のままなのだ。今の

政権は何でも安い単価を以て工事を完成させれ

ばよいとする安易な方向に目を向けているが、そ

の事が埼玉県を畏縮させ、経済成長をますます

鈍化させている。適正な価値を以て業者に対応

せねば、業者は衰退し埼玉県の経済指数は退

潮を余儀なくせざるを得ないのだ。 

デフレからの脱却に、唯一知事の権限で執行

される公共工事・各種委託・物品調達など、速や

かに低価額を見直すべきである。県内企業すな

わち多くの中小企業はベースアップどころか離

職者が多発し、人手不足に悩み後継者もままな

らず、店を閉めなくてはならない現状をどう受け

止めているのか。現場の声を聞かずしてイノベー

ションなどあろう筈もない。知事の出来ることから

改善すべきである。■

 


